
(57)【要約】

【課題】低温で通電を開始した際に大電流が流れるとい

う不都合を回避すること。構造設計をシンプルとするこ

と。低発熱から高発熱への切り替えで従来よりも発熱量

をアップすると共に、必要に応じて発熱量を段階的に切

り替えることができ、所望の発熱量を容易に得ること。

同じ発熱面積のままで発熱量が切り替え可能となり、イ

ニシャルコストの低減、設置スペースの縮小を容易にす

ること。システム構成や制御仕様を簡素化すること。

【解決手段】素体シート２の両端に電極３，４を配置す

ると共にこの両端の電極３，４間に少なくとも１個の電

極５を追加してＰＴＣヒーター１を構成する。低発熱時

には両端の電極３，４のみに通電して大電流が流れるの

を抑制し、高発熱時には必要に応じた発熱量が選択的に

得られるように通電する電極の切り替えを行なう。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
素 体 シ ー ト の 両 端 に 電 極 を 配 置 す る と 共 に 両 端 の 電 極 間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 を 追 加 し
て Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を 構 成 し 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を
抑 制 し 、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電 す る 電 極 の 切 り
替 え を 行 な う こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 発 熱 量 切 替 え 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
素 体 シ ー ト の 両 端 に 電 極 を 配 置 す る と 共 に 両 端 の 電 極 間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 を 追 加 し
て 構 成 さ れ る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー と 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る
の を 抑 制 し 、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電 す る 電 極 の
切 り 替 え を 行 な う た め の 電 極 切 り 替 え 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー
を 使 用 し た 暖 房 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 発 熱 量 切 替 え 方 法 及 び Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を 使 用 し た 暖 房 装 置 に
関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 暖 房 装 置 ８ と し て 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ Ｔ 特 性 を 有 す る 素 体 シ ー ト ２
の 両 端 に 電 極 ３ ， ４ を 配 置 し 、 電 極 ３ ， ４ 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と で 面 全 体 が 発 熱 す る Ｐ
Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ’ が 多 く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ’ は 、 温 度 の 変 化 を 素 子 の 電 気 抵 抗 の 変 化 に 変 換 す る 正 の サ ー ミ
ス タ の 一 種 で あ り 、 高 発 熱 時 に お い て 発 熱 量 が 低 下 す る 「 発 熱 量 自 己 制 御 」 機 能 に よ り 、
異 常 な 温 度 上 昇 が な い よ う に す る 特 性 や 、 面 全 体 が 発 熱 す る の で 表 面 温 度 ム ラ が な い よ う
に す る と い う 特 性 を 有 し て い る 。 こ の よ う な Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 に は 、 低 発 熱 時 で ヒ ー タ に 通 電 を
開 始 す る と 、 図 １ ０ （ ａ ） の 矢 印 方 向 に 急 激 に 大 き な 電 流 が 流 れ る と い う 特 性 も 有 し て い
る 。 こ の た め 、 低 発 熱 時 の 電 流 特 性 を 考 慮 し て 、 電 気 容 量 設 計 を し な け れ ば な ら な か っ た
。 例 え ば 図 １ １ に 示 す よ う に 、 使 い た い 温 度 ３ ０ ℃ で 発 熱 量 が １ ０ ０ ０ Ｗ 、 ０ ℃ （ 低 発 熱
時 ） で １ ５ ０ ０ Ｗ の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 と す る と 、 設 計 上 は １ ５ ０ ０ Ｗ の 電 気 容 量 を も た せ る 必 要
が あ り 、 よ り 低 い 温 度 が 想 定 さ れ れ ば 、 そ れ に 合 わ せ て 電 気 容 量 を よ り 高 く 設 定 す る 必 要
が あ る 。 図 １ １ 中 の Ａ は 使 い た い 温 度 （ 発 熱 量 ） 領 域 、 Ｂ は よ り 大 き な 電 流 が 流 れ る 低 い
低 温 度 領 域 、 Ｃ は 発 熱 量 が 低 下 す る 高 い 高 温 度 領 域 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 そ の た め に 従
来 で は 、 使 用 開 始 時 の み 、 通 常 使 用 す る 電 気 容 量 と 比 較 し て 、 よ り 大 き な 電 気 容 量 ・ 設 備
等 を 必 要 と す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 一 定 時 間 後 に Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ’ の 発 熱 量 を 変 化 さ せ る 場 合 の 手 段 と し て 、 従 来 で
は 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ’ へ の 通 電 時 間 ・ 位 相 制 御 に よ り 、 通 電 率 を 変 化 さ せ て 発 熱 量 を 可
変 と す る 方 法 、 或 い は 、 例 え ば 図 １ ２ に 示 す よ う に 発 熱 量 の 違 う ２ つ 以 上 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ
ー １ ａ ’ ， １ ｂ ’ を 持 ち 、 適 宜 切 り 替 え ・ 併 用 す る 方 法 な ど を 行 な っ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ が 、 前 者 の 方 法 で は 、 ２ 路 、 ３ 路 ス イ ッ チ 程 度 の 切 り 替 え で は 不 可 で あ り 、 通 電 時
間 ・ 位 相 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ ー が 別 途 必 要 と な る 。 そ の う え 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １
’ と し て 、 使 用 す る 最 大 発 熱 量 の も の が 必 要 で あ り 、 通 常 使 用 時 に は 発 熱 量 が 過 剰 に な る
可 能 性 が あ る 。 一 方 、 後 者 （ 特 許 文 献 １ ） の 方 法 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ’ を 複 数 個 使 用
す る た め 、 図 １ ２ に 示 す よ う に ２ 枚 同 じ 大 き さ の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ ａ ’ ， １ ｂ ’ を 重 ね な
い と 同 じ 発 熱 面 積 で の 発 熱 量 ア ッ プ が 図 れ な く な り 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト の ア ッ プ 、 設 置 ス
ペ ー ス の 拡 大 な ど が 生 じ 、 ま た シ ス テ ム 構 成 や 制 御 仕 様 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ っ た
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。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ４ １ ８ ４ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 例 の 問 題 点 に 鑑 み て 発 明 し た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 低 温 で 通 電 を 開 始 し た 際 に 大 電 流 が 流 れ る と い う 不 都 合 を 回 避 で き 、 し か も 構 造 設 計
が シ ン プ ル と な り 、 さ ら に 低 発 熱 か ら 高 発 熱 へ の 切 り 替 え で 従 来 よ り も 発 熱 量 を ア ッ プ で
き る と 共 に 、 必 要 に 応 じ て 発 熱 量 を 段 階 的 に 切 り 替 え る こ と が で き 、 所 望 の 発 熱 量 を 容 易
に 得 る こ と が で き 、 そ の う え 同 じ 発 熱 面 積 の ま ま で 発 熱 量 が 切 り 替 え 可 能 と な り 、 イ ニ シ
ャ ル コ ス ト の 低 減 、 設 置 ス ペ ー ス の 縮 小 が 容 易 と な り 、 シ ス テ ム 構 成 や 制 御 仕 様 を 簡 素 化
で き る よ う に し た Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 発 熱 量 切 替 え 方 法 及 び Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を 使 用 し た 暖 房
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の う ち の 請 求 項 １ に 係 る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 発 熱 量 切 替
え 方 法 に あ っ て は 、 素 体 シ ー ト ２ の 両 端 に 電 極 ３ ， ４ を 配 置 す る と 共 に 両 端 の 電 極 ３ ， ４
間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 ５ を 追 加 し て Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を 構 成 し 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の
電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 制 し 、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量
が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電 す る 電 極 の 切 り 替 え を 行 な う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 請 求 項 ２ に 係 る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を 使 用 し た 暖 房 装 置 ８ に あ っ て は 、 素 体 シ ー ト ２ の
両 端 に 電 極 ３ ， ４ を 配 置 す る と 共 に 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 ５ を 追 加
し て 構 成 さ れ る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ と 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 大 電
流 が 流 れ る の を 抑 制 し 、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電
す る 電 極 の 切 り 替 え を 行 な う た め の 電 極 切 り 替 え 手 段 ６ と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ に 電 極 ５ を １ 個 以 上 追 加 し て 、 低 発 熱 時 に
は 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 制 し 、 一 定 温 度 の 到 達 時 に 通 電
す る 電 極 ３ ～ ５ の 切 り 替 え を 行 な っ て 発 熱 量 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 従 来 の よ う に 使
い た い 温 度 よ り 低 い 温 度 に な っ た 場 合 の 電 流 特 性 を 考 慮 し て 電 気 容 量 設 計 を す る 必 要 が な
く な り 、 使 用 開 始 時 の よ う な 低 温 時 に お い て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 え る こ と が で き る 。 ま
た 、 配 置 し た 全 電 極 ３ ～ ５ の う ち 通 電 す る 電 極 を 選 択 す る だ け で 、 必 要 に 応 じ て 発 熱 量 を
段 階 的 に 切 り 替 え て 発 熱 量 を 変 化 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 追 加 す る 電 極 数 に 応 じ て Ｐ
Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 単 位 面 積 当 た り の 発 熱 量 ア ッ プ を 図 る こ と が で き る 上 に 、 イ ニ シ ャ ル コ
ス ト の 低 減 、 設 置 ス ペ ー ス の 縮 小 が 容 易 と な り 、 そ の う え 簡 単 な ス イ ッ チ 切 替 の み で 通 常
使 用 時 に お い て 発 熱 量 が 過 剰 に な る の を 防 止 で き る だ け で な く 、 通 電 率 制 御 や 位 相 制 御 は
一 切 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 添 付 図 面 に 示 す 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 形 態 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を 有 す る 素 体 シ
ー ト ２ の 両 端 に 電 極 ３ ， ４ を 配 置 す る と 共 に 、 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 間 に 電 極 ３ ， ４ と 平 行 に
１ 個 以 上 の 電 極 ５ を 追 加 し 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ
る の を 抑 制 し 、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電 す る 電 極
の 切 り 替 え を 行 な う 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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上 記 素 体 シ ー ト ２ は 、 例 え ば 熱 可 塑 性 樹 脂 な ど の 発 熱 組 成 物 か ら 形 成 さ れ 、 正 温 度 係 数 特
性 を 有 す る 発 熱 体 で あ る 。 な お 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て は 例 え ば 結 晶 性 熱 可 塑 性 樹 脂 な ど が 挙
げ ら れ る 。 ま た 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ が 敷 設 さ れ る 床 構 造 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
コ ン ク リ ー ト 床 、 根 太 直 付 き 床 、 荒 床 等 の 床 構 造 が 広 く 含 ま れ る 。 ま た 、 ユ ニ ッ ト 化 し た
暖 房 装 置 ８ を 床 バ ネ ル の 上 に 施 工 す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 及 び 追 加 電 極 ５ は 、 例 え ば 可 撓 性 を 有 す る 電 極 線 で 構 成 さ れ て い る
。 こ の 電 極 線 を 素 体 シ ー ト ２ に 固 定 す る 方 法 と し て 、 素 体 上 に 電 極 線 を 圧 接 す る 方 法 、 素
体 に 電 極 線 を 縫 い 込 む 方 法 、 素 体 内 に 電 極 線 を 埋 め 込 む 方 法 な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 例 で は
、 素 体 シ ー ト ２ に ３ 個 の 電 極 線 を 配 置 し 、 必 要 発 熱 量 に 合 わ せ て 、 通 電 す る 電 極 の 切 り 替
え を 行 な う 。 図 １ は 、 電 極 ３ 本 （ 単 相 １ ０ ０ Ｖ ） の 例 で あ り 、 図 １ （ ａ ） の 低 温 時 （ 使 用
開 始 時 な ど ） に お い て は 、 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 、 矢 印 ７ ａ の 方 向 に 電 流 を 流
す 。 こ の と き 追 加 電 極 ５ は 使 用 さ れ な い 。 図 １ （ ｂ ） の 高 温 時 に お い て は 全 電 極 ３ ～ ５ に
通 電 し て 、 電 極 ３ ， ５ 間 及 び 電 極 ４ ， ５ 間 に 矢 印 ７ ｂ ， ７ ｃ の 方 向 に そ れ ぞ れ 電 流 を 流 す
。 こ れ に よ り 、 従 来 の ４ 倍 の 発 熱 量 が 得 ら れ る 。 発 熱 量 が ４ 倍 に な る 理 由 と し て 、 発 熱 面
積 （ 幅 ） が １ ／ ２ に な る と 、 電 極 間 抵 抗 値 は １ ／ ２ と な る の で 、 発 熱 量 は ２ 倍 と な り 、 さ
ら に 追 加 電 極 ５ の 両 側 の ２ 枚 の 発 熱 体 面 積 は 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 間 の １ 枚 の 広 い 発 熱 体 面 積
に 相 当 す る の で 、 ト ー タ ル の 発 熱 量 は 計 ４ 倍 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 間 に １ 個 の 電 極 ５ を 追 加 す る 場 合 を 説 明 し た が 、 ２ 個 以 上 追 加 し
て も よ く 、 こ の 場 合 、 電 極 数 が 増 え る と 発 熱 量 が （ 電 極 数 － １ ） の ２ 乗 倍 に 増 加 す る 。 例
え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 電 極 ５ を ２ 個 追 加 し た 場 合 は 発 熱 量 は 計 ９ 倍 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 低 温 時 か ら 高 温 時 に 推 移 す る 過 程 で 電 極 ３ ～ ５ を 切 り 替 え る 方 法 と し て 、 図 ４ に 示
す 電 極 切 り 替 え 手 段 ６ が 使 用 さ れ る 。 こ の 電 極 切 り 替 え 手 段 ６ は 、 商 用 電 源 １ ０ が 投 入 さ
れ た 後 、 低 温 時 に お い て は 一 定 時 間 経 過 す る ま で の 間 は Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 両 端 の 電 極 ３
， ４ の み 通 電 を 行 な い 、 一 定 温 度 に 到 達 し た 時 点 で 通 電 す る 電 極 ３ ～ ５ を 切 り 替 え る た め
の も の で あ り 、 図 ４ に 示 す 例 で は 、 １ つ の 片 切 ス イ ッ チ １ ２ と １ つ の ３ 路 ス イ ッ チ １ ３ を
使 用 し て 通 電 切 り 替 え を 行 な っ て い る 。 な お 電 源 線 １ １ と し て 図 ５ に 示 す よ う な １ 本 の 陽
線 １ ４ と １ 本 の ア ー ス 線 １ ５ と を 備 え た ２ 芯 Ｖ Ｖ Ｆ ケ ー ブ ル １ １ Ａ が 使 用 さ れ る 。 先 ず 低
温 時 に お い て は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 片 切 ス イ ッ チ １ ２ を 一 端 の 電 極 ４ か ら 離 し 、
３ 路 ス イ ッ チ １ ３ を 一 端 の 電 極 ４ に 接 続 す る こ と で 、 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み を 使 用 し 、 追
加 電 極 ５ は 使 用 し な い 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で は 図 １ （ ａ ） の よ う に 両 端 の 電 極 ３ ， ４ に
陽 線 １ ４ と ア ー ス 線 １ ５ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て 電 圧 （ １ ０ ０ Ｖ ） が 印 加 さ れ る 。 そ の 後 、
高 発 熱 時 に は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 片 切 ス イ ッ チ １ ２ を 一 端 の 電 極 ４ に 接 続 し 、 ３
路 ス イ ッ チ １ ３ を 追 加 電 極 ５ に 接 続 す る こ と に よ り 全 電 極 ３ ～ ５ を 使 用 し た 発 熱 に 切 り 替
え ら れ る 。 こ の と き 図 １ （ ｂ ） の よ う に 両 端 の 電 極 ３ ， ４ に ア ー ス 線 １ ５ 、 追 加 電 極 ５ に
陽 線 １ ４ が 接 続 さ れ て 、 そ れ ぞ れ の 電 極 ３ ， ５ 間 ： ４ ， ５ 間 に そ れ ぞ れ 電 圧 （ １ ０ ０ Ｖ ）
が 印 加 さ れ る よ う に な る 。 な お 、 片 切 ス イ ッ チ １ ２ と ３ 路 ス イ ッ チ １ ３ の 配 置 は 図 ４ の 例
に は 限 ら ず 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 片 切 ス イ ッ チ １ ２ と ３ 路 ス イ ッ チ １ ３ の 位 置 を 互
い に 入 れ 替 え て も 同 様 な 発 熱 切 り 替 え を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 本 例 で は 、 電 源 線 １ １
と し て ２ 芯 Ｖ Ｖ Ｆ ケ ー ブ ル １ １ Ａ を 用 い た 場 合 を 説 明 し た が 、 ３ 芯 Ｖ Ｖ Ｆ ケ ー ブ ル 等 を 用
い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 上 記 構 成 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を 実 際 の 暖 房 装 置 ８ と し て 使 用 す る 場 合 に お い て 、 温
度 セ ン サ ー 付 き 多 電 極 ヒ ー タ ー を 利 用 し て 以 下 の よ う な 電 極 切 り 替 え を 行 な う 。 図 ８ は 、
電 極 数 が ３ 個 の 場 合 の シ ス テ ム 構 成 図 を 示 し て い る 。 温 度 が 低 い と き に は 、 前 述 の よ う に
低 発 熱 側 の 電 極 接 続 を 行 な い 、 電 流 値 の 上 昇 を 抑 え る 。 温 度 が 高 い と き に は 、 前 述 の よ う
に 高 発 熱 側 の 電 極 接 続 を 行 な い 、 適 切 な 発 熱 量 を 確 保 す る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ６ で 暖
房 装 置 ８ の 温 度 を 測 定 し 、 発 熱 量 切 り 替 え 温 度 に 達 し た ら 、 切 り 替 え を 行 な う 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 図 ９ （ ａ ） （ ｂ ） は 同 上 の 発 熱 量 切 り 替 え に お い て 、 温 度 上 昇 と 電 流 値 の 推 移 の 一
例 を 示 し て い る 。 図 ９ （ ａ ） の よ う に 所 定 の 電 流 値 で 電 極 切 り 替 え を 行 な う こ と に よ っ て
、 低 発 熱 時 の 電 流 値 を 抑 え る こ と が で き る 。 な お 図 ９ （ ａ ） 中 の Ｄ は 使 い た い 温 度 （ 発 熱
量 ） 領 域 、 Ｅ は 高 発 熱 領 域 、 Ｆ は 電 流 値 の 低 い 低 発 熱 領 域 を そ れ ぞ れ 示 し 、 図 ９ （ ａ ） 中
の 実 線 ラ イ ン Ｌ は 本 発 明 の 電 極 切 り 替 え を 行 な う 場 合 の 電 流 値 で あ り 、 破 線 ラ イ ン Ｌ １ は
電 極 切 り 替 え を し な い 従 来 例 の 電 流 値 で あ る 。 こ れ に よ り 、 低 温 時 に お け る 電 流 値 （ 突 入
電 流 値 ） を 従 来 よ り も 低 く す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 図 ９ （ ｂ ） 中 の Ｍ １ は 低
発 熱 領 域 で の 温 度 推 移 を 示 し 、 Ｍ ２ は 高 発 熱 領 域 で の 温 度 推 移 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し て 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 両 端 の 電 極 ３ ， ４ 間 に 、 電 極 ３ ， ４ と 平 行 に 少 な く と も １
個 の 電 極 ５ を 追 加 し 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 ３ ， ４ の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を
抑 制 し 、 一 定 温 度 の 到 達 時 に 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 通 電 す る 電 極
３ ～ ５ の 切 り 替 え を 行 な う こ と で 発 熱 量 を 変 化 さ せ る の で 、 従 来 の よ う に 使 い た い 温 度 よ
り 低 い 温 度 に な っ た 場 合 の 電 流 特 性 を 考 慮 し て 電 気 容 量 設 計 を す る 必 要 が な く な り 、 使 用
開 始 時 の よ う な 低 温 時 に お い て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 え る こ と が で き 、 従 っ て 、 通 常 使 用
す る 電 気 容 量 よ り も 少 な い 電 気 容 量 ・ 設 備 で 済 む よ う に な る 。 し か も 、 配 置 し た 全 電 極 ３
～ ５ の う ち 通 電 す る 電 極 を 選 択 す る だ け で 、 必 要 に 応 じ て 発 熱 量 を 段 階 的 に 切 り 替 え て 発
熱 量 を 変 化 さ せ る こ と が で き る の で 、 ヒ ー タ ー の 素 体 と し て は 低 発 熱 用 の も の １ 種 類 で よ
く な り 、 暖 房 装 置 ８ の 構 造 設 計 が シ ン プ ル な も の と な る 。 ま た 例 え ば １ 個 の 電 極 ５ を 追 加
す れ ば 、 低 発 熱 か ら 高 発 熱 へ の 切 り 替 え で 、 同 じ 発 熱 面 積 の ま ま で 従 来 の ４ 倍 の 発 熱 量 が
得 ら れ る な ど 、 追 加 す る 電 極 数 に 応 じ て Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 単 位 面 積 当 た り の 発 熱 量 ア ッ
プ を 図 る こ と が で き る 上 に 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト の 低 減 、 設 置 ス ペ ー ス の 縮 小 が 容 易 と な る
。 さ ら に 、 従 来 の よ う に 発 熱 量 の 違 う Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を ２ つ 以 上 備 え 、 適 宜 切 り 替 え ・
併 用 す る 必 要 も な い た め 、 簡 単 な ス イ ッ チ 切 替 の み で 通 常 使 用 時 に お い て 発 熱 量 が 過 剰 に
な る の を 防 止 で き る だ け で な く 、 通 電 率 制 御 や 位 相 制 御 は 一 切 不 要 と な り 、 シ ス テ ム 構 成
や 制 御 仕 様 を 簡 素 化 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 床 暖 房 に 際 し て 、 高 発 熱 時 に お い て 全 電 極 ３ ～ ５ に 通 電 す る こ と で 広 い 発 熱 面
積 を 確 保 で き る と 同 時 に 従 来 と 同 じ 発 熱 面 積 で 高 い 発 熱 量 を 確 保 で き る も の と な り 、 ま た
使 い た い 発 熱 面 積 に 応 じ て 通 電 す る 電 極 ３ ～ ５ を 選 択 す る こ と で 、 床 の 局 所 的 な 暖 房 を 実
現 で き る 。 そ の う え 、 既 存 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 両 端 の 電 極 ３ ， ４ と 平 行 に 、 １ 個 以 上 の
電 極 ５ を 追 加 す る だ け で 、 簡 単 な 製 造 工 程 に よ っ て 発 熱 量 の 高 い Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を 製 造
で き る も の で あ り 、 大 量 生 産 に 適 合 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ の 発 熱 量 切 替 え 方 法 及 び Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー １ を 使 用 し
た 暖 房 装 置 ８ は 、 床 暖 房 に 限 ら ず 、 壁 暖 房 、 天 井 暖 房 な ど に も 広 く 適 用 可 能 で あ る こ と は
勿 論 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 の よ う に 請 求 項 １ に 係 る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 発 熱 量 切 替 え 方 法 に あ っ て は 、 素 体 シ ー ト
の 両 端 に 電 極 を 配 置 す る と 共 に こ の 両 端 の 電 極 間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 を 追 加 し て Ｐ Ｔ
Ｃ ヒ ー タ ー を 構 成 し 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 制 し
、 高 発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 電 極 切 り 替 え を 行 な う こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 請 求 項 ２ に 係 る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を 使 用 し た 暖 房 装 置 に あ っ て は 、 素 体 シ ー ト の 両 端 に
電 極 を 配 置 す る と 共 に こ の 両 端 の 電 極 間 に 少 な く と も １ 個 の 電 極 を 追 加 し て 構 成 さ れ る Ｐ
Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー と 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 制 し 、 高
発 熱 時 に は 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 が 選 択 的 に 得 ら れ る よ う に 電 極 切 り 替 え を 行 な う た め の 電
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極 切 り 替 え 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 請 求 項 １ の 方 法 、 請 求 項 ２ の 装 置 を 採 用 す る こ と で 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー に 電 極 を
１ 個 以 上 追 加 し て 、 低 発 熱 時 に は 両 端 の 電 極 の み に 通 電 し て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 制 し 、
一 定 温 度 の 到 達 時 に 通 電 す る 電 極 を 切 り 替 え て 発 熱 量 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 従 来 の
よ う に 使 い た い 温 度 よ り 低 い 温 度 に な っ た 場 合 の 電 流 特 性 を 考 慮 し て 電 気 容 量 設 計 を す る
必 要 が な く な り 、 使 用 開 始 時 の よ う な 低 温 時 に お い て 大 電 流 が 流 れ る の を 抑 え る こ と が で
き 、 従 っ て 低 温 時 に お い て は 、 通 常 使 用 す る 電 気 容 量 よ り も 少 な い 電 気 容 量 ・ 設 備 で 済 む
よ う に な る 。
ま た 高 発 熱 時 に は 電 極 の 切 り 替 え に よ っ て 必 要 に 応 じ た 発 熱 量 を 変 化 さ せ る こ と が で き る
の で 、 ヒ ー タ ー の 素 体 と し て は 低 発 熱 用 の も の １ 種 類 で よ く な り 、 暖 房 装 置 の 構 造 設 計 が
シ ン プ ル な も の と な る 。 ま た 高 発 熱 時 に お い て 通 電 す る 電 極 を 選 択 す る こ と に よ り 、 必 要
に 応 じ て 発 熱 量 を 段 階 的 に 切 り 替 え る こ と が で き 、 例 え ば １ 個 の 電 極 を 追 加 す れ ば 、 低 発
熱 か ら 高 発 熱 へ の 切 り 替 え で 、 同 じ 発 熱 面 積 の ま ま で 従 来 の ４ 倍 の 発 熱 量 が 得 ら れ る こ と
と な り 、 追 加 す る 電 極 数 に 応 じ て Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 単 位 面 積 当 た り の 発 熱 量 ア ッ プ を 図 る
こ と が で き る と 共 に 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト の 低 減 、 設 置 ス ペ ー ス の 縮 小 を 容 易 に 実 現 す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 従 来 の よ う に 発 熱 量 の 違 う Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を ２ つ 以 上 備 え 、 適 宜 切
り 替 え ・ 併 用 す る 必 要 も な い た め 、 簡 単 な ス イ ッ チ 切 替 の み で 通 常 使 用 時 に お い て 発 熱 量
が 過 剰 に な る の を 防 止 で き る だ け で な く 、 通 電 率 制 御 や 位 相 制 御 は 一 切 不 要 と な り 、 シ ス
テ ム 構 成 や 制 御 仕 様 を 簡 素 化 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 低 発 熱 時 、 （ ｂ ） は 高 発 熱 時 の 説 明 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 発 熱 量 が 従 来 の ４ 倍 に な る 理 由 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 の 配 線 切 り 替 え に お い て 片 切 ス イ ッ チ と ３ 路 ス イ ッ チ と を 用 い た 場 合 の 一 例
で あ り 、 （ ａ ） は 低 発 熱 時 、 （ ｂ ） は 高 発 熱 時 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 の 電 源 線 と し て 使 用 さ れ る Ｖ Ｖ Ｆ ケ ー ブ ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 の 片 切 ス イ ッ チ と ３ 路 ス イ ッ チ を 入 れ 替 え た 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 の 電 極 数 が ４ 個 の 場 合 に お い て 、 （ ａ ） は 低 発 熱 時 、 （ ｂ ） は 高 発 熱 時 の 説
明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 上 の 電 極 数 が ３ 個 の 場 合 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 上 の 発 熱 量 切 り 替 え に お い て 、 （ ａ ） （ ｂ ） は 温 度 上 昇 と 電 流 値 の 推 移 の 例 を
示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 従 来 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の ２ 枚 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー を 重 ね て 発 熱 量 ア ッ プ を 図 る 場 合 の 説 明 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ー
２ 　 素 体 シ ー ト
３ ， ４ 　 両 端 の 電 極
５ 　 追 加 電 極
６ 　 電 極 切 り 替 え 手 段
１ ６ 　 暖 房 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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